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凡例




これは「書物展望」第八卷第七號（昭和十三年七月一日　書物展望社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

表記については、原文を尊重して旧字体旧仮名遣いにしていますが、一部の旧字体を新字体にした場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに誤字・誤植と思われるものにはママルビを付し、〔　〕内に訂正しました。
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　この雜誌に圖書館の事を書くのは些か畠違ひの感があるが、圖書館に關する隨筆もよろしいといふ編輯者のお許しがあるので、敢えて識者の關心を得たいと思ふ事どもを少く述べようと思ふ。

　古本屋の目錄の中には、何の順序もなく漫然と書名を並べたものが多いが、かういふ目錄を見ると折角探したい本があつても、目白押しに並べられた活字の行列を見たゞけで、先づうんざりして了つて見るのを止めるのだが、その目錄がどうしても見なければならない店のものだとすると、腹を立て乍らも丹念に讀んで行かなければならない。一寸した簡單な分類をしておいてくれたら、氣まづい思ひも、無駄な時間も費さないですむのだ。目錄はまだいゝが、之が本屋の店頭などで、頗る雜然と陳列してあるとがつかりする。大きな所ではそんな事もないやうだが、一通り纒めてある棚の所に行つて見て、さて店を出ようとするとその邊に又少しばかり同類の本が並んでゐる風景などは、よく經驗する所である。之等に增して雜然混然たるは古本屋である。何時か朝日の鐵箒か何かでも、ある讀書人が分類して陳列すべしといふ論を吐いてゐたが、勿論多忙の際ではあるし、注文する方がまちがつてゐるかも知れないが、少くとも、大まかな分類でもいゝから、してあつた方が買ふ方も便利なり、そのために賣上げの幾分かは上る事もあり得る。單に出陳店だけの區分では見て步く方も樂ではない。而し丹念に一册々々見る事に興味を覺える人もあるわけだから、かういふ人に取つては以上の事は何でもないに違ひない。

　かうした本の整理についての混亂さが許容されるのは、つまり我々の間に圖書館的な頭腦が普遍化されてない一つの證據ではあるまいか。本に分類を與へる知識を、日本人は支那人から得てゐる。『日本見在書目』などその現れであるが、現代人は比較的この知識を忘却し去つた感が、前述の點などから感ぜられる。この圖書についての知識を與へる本が比較的少いといふ事は、現代の日本圖書館が他の文化方面に比較して最も劣つてゐる部門に屬する證左なのである。單行本の事は姑く措くとしても、雜誌の中で圖書館專門のものを店頭で見受ける事は出來ない。ないのではない、日本圖書館協會から出てゐる「圖書館雜誌」、大阪の靑年圖書館員聯盟から「圖書館硏究」の二種がある。專門的雜誌の中で店頭に出ないものは數多いが、およそ圖書及び圖書館といふやうな現代生活と切り離す事の出來ない方面の雜誌が、會員のみで讀まれるのは甚だ不思議なのである。之もつまり圖書館の不振を物語る一つの斷面であらう。何故なら一般の人に取つて圖書館への關心を高めるものが今の有樣では何もないのだと云ふ事が出來る。圖書館といふものは、たゞ讀みたい本があればいゝのだ、それが何時でも滿員で思ふやうに入れないとか、いざ入つて見た所が、見たい本は少しもないから怪しからんといつた風の不平だけで、圖書館の意義が辛ふじて存在してゐるといふのでは情ないのである。之等の不平を緩和するにはもつと圖書館を增加させるべきだといふ大衆の聲が高まつて來なくては、現狀は少しも改善されない。先達日比谷圖書館の改築問題が起つた時に、始めて大衆の聲が當局者を動かして危く廢止の憂目を免がれ、豫算も却つて增大して百五十萬圓となり、三十何萬圓かの最初の豫算が更新されたのはめでたい限りであつた。併し、人口六百萬を擁する世界第三位の東京市が、その代表的市立圖書館を之程の金で作るのが自慢にならぬ事は明かなのである。今まであつた日比谷圖書館は、曾ては帝國ホテルで作る東京觀光のルートの一に數へられてゐたが、あまりの貧弱さに數年前からオミットされて了つた話はあまりに有名であるが、あまりといへばあまりに氣耻づかしい話である。唯一の國立圖書館である帝國圖書館が、依然として四十年前のプランの僅かに四分の一しか建築出來ないで、未完成圖書館として醜態を曝してゐるなどは、それが日本の國家の名に於て施行されてゐるだけに、氣耻づかしい所の騷ぎではないのである。

　かういふやうな事態の生じたのも、結局當局者の頭に圖書館の重要性が認められないからで、圖書館などは後まはしで結構といふ腹があつての事である。この當局者の頭の改造のためにも圖書館學の普及といふのは閑却されない。曾て圖書館學講座といふものが、東京帝大で和田萬吉、植松安の兩氏によつて講ぜられたが、八九年前に廢止になつて了つた。以後圖書館講座が何れかの大學で開設された話を聞いた事がない。たゞ最近になつて、立敎大學で數年前に圖書館員養成のために圖書館學講座の開設が豫定されたところ、每年その豫算の削減に逢つて遂に今日までそのまゝであるといふニウスを聞かされた。そのプランを立てたのは米國人である學長であつた由である。米國人なればこそ、この關心を持ち得たのであると思ふ。現在圖書館學の普及と圖書館の發達は米國に匹敵する國はない。各大學に附屬する所の圖書館學校若しくは圖書館學講座の隆盛は、日本人の想像の外と云つても過言ではない程度である。日本でも併し圖書館學校といふものがないではない、帝國圖書館内に設けられてゐる文部省の圖書館員講習所が之である。一年間で終了する點といひ、無月謝である點と云ひ、正にこの不況時代にあつては耳よりな話であるために、數年前から定員三十名の所に三四倍の應募者が殺到するやうになつた。中等學校卒業程度を採り、卒業の曉は司書の資格を得て、何處のライブラリーにでも入れるといふ組織になつてゐる。この程度の低い知識の、圖書館人を養成した所で、現代の圖書館に入つて仕事をさせて行くのは無理な話で、よほど優秀な頭腦の持主でないと、それから出發して知識を高めるのは殆んど期待出來ない、現にこゝを卒業して圖書館界に業蹟を殘してゐる人々は十指を屈するのみである。どうしても修了年限を長くするか、若しくは更に高等程度のこの種の學校が經營されなければならない。之も亦金の出る所がないために、或は又その必要を認められざるが故に、到底實現の可能性がない。

　一體本というものは到る處に集積されてゐる。ひとり圖書館のみではない、學校、硏究所、官廳、新聞社、硏究室、銀行、會社、組合、個人、文庫等、現代は實に多種多樣の圖書の集團を見る事が出來る。而も之等の圖書がたゞわけもなく集積されてゐるか、又は、自然發生的な整理員がゐて何となく分類され、カードが作られてゐるのが、殆んど全部の有樣である。その整理方法が實に百花瞭亂もたゞならぬものあるのも亦宣なりと云ふべきであらう。かういふ事は實に意外な現實であつて、圖書の整理をなす職業がこんなに漫然としたものであつていゝものかと不思議な位である。現代の出版部數は一年約三萬二三千の程度であるが、之丈の本が全部有用なりとは言へないが、假に一萬部が役立つ本とすれば、一日約三十部の出版があるわけである。この多數の本に對して、常に消極的で、非科學的な處理方法しか持合はさぬといふのは、どうあつても不合理な話だと思ふ。職業としての圖書館人が冷遇されるのも亦故あるかなである。圖書館員などといふものは自然發生的で一向差支へのないものだといふ觀念が、圖書館學の知識の貧困さの故から出發して、圖書館業を輕視し、延いて之に從事する人間を冷遇するのである。讀者諸賢の中に、若し我國の圖書館事業がどんな有樣であるかを知りたいといふ希望があるならば、筆者は日本圖書館協會の大會なり、總會なりの議事錄を「圖書館雜誌」について讀まれん事をおすゝめする。そこには實に消極的な、物欲しげな、他力本願的な議事があはれにも羅列してあるのを發見されるに違ひない。その主要な部分を占めるものが、常に待遇問題である。然もかうした論議が多年交はされた結果であらう、昭和八年には公立圖書館職員令が發布されて、圖書館員にも奏任官待遇を受け得る道がついたのであるが、俸給表は公布されても、事實はそれまでになるのが一苦勞だといふのが實狀だといふ仕末である。之もやはり金がないのであり、當局者に圖書館事業の意義がピツタリ來ないために、積極的になれず、つまりは金を作る程の熱情も出て來ないといふ、循環小數の如き回答だけしか生れないのである。

　併し一面には日本人にはどうも社會性といふか、公共性といふか、さういつたものが缺けてゐるために、圖書館の發達が阻害されるといふ事も考へられるのである。あながち制度の缺陷のみを責めるわけにも行かない。自分の本は自分だけが讀む、乃至は自分の本でないとよく讀めないといつた風の感情が、我々の中に多少共存在するのを否めない。さうでなければ世界でも有數の圖書出版數を持つ我國民がその間に圖書館が發達しないといふ理由が分らないのである。圖書館に行くのはいやだけれども、讀書は好きなのである。

　こゝ二三年、日本圖書館協會が中心になつて、「公共圖書館費國庫補助法制定に關する請願書」といふものを每年議會に提出してゐるが、委員會ではいつも採擇にはなるが、實現までにはまだ遠い將來の事に屬するやうである。今年も二萬三千餘人といふ多數の署名を以て請願したが、その中に次のやうに書いてある。

「全國府縣中府縣立圖書館ヲ有セザルモノ十有一、中央圖書館ヲ有セザルモノ十四ノ多キニ及び、市町村立圖書館ニ至リテハ市町村ノ半ニダモ達セザルノ實情ニ在リ、更ニ既設圖書館ニ就テ之ヲ見ルモ其ノ活動ノ見ルベキモノアルハ極メテ少數ニシテ全館數ノ大約七割ハ或ハ藏書ニ於テ千册ヲ降リ或ハ經費ニ於テ百圓ニ滿タザルガ如キ狀況ニシテ云云」

と痛嘆之を久しうする有樣である。一體どれ程の圖書館があるのかと言へば、昭和十年末に於て五千人ママ〔七〕十一館の公共圖書館がある。藏書數總計が千百四十五萬三千册である。外に樺太に二館、臺灣に七十九館、朝鮮に四十九館等が加へられるから、約五千二百位の數に達する。外にこの約四分の一位の數字の學校圖書館があり、藏書數は略〻同數である。右の數字だけ見れば甚だ景氣がいゝのであるが、請願書にもある通り圖書館らしい圖書館は九牛の一毛にも比すべく、藏書十萬册以上のものが、三十六館に過ぎないのである。この三十六館中、京都帝大の百十三萬九千餘册といふのが第一位で、十萬一千餘册の大阪商大が最下である。この三十六館の大部分は學校で、公共圖書館としては帝國圖書館、大連圖書館、朝鮮總督府圖書館、日比谷圖書館等十三を數へるに過ぎない。して見ると、公共圖書館總數約六千の中、十萬册を有して公衆に大した不便を感ぜずに閱覽せしめ得る圖書館は何と僅かに十三に過ぎないとあつては、少々慌てざるを得ないではないか。もとより藏書の多少を以て圖書館の優秀性を論ずるのは兒戲に近いものであるかも知れないが、その公衆性といふ點より見れば、どうしても藏書數を一つの目安にした方が判り易いのである。唯一の官立である帝國圖書館は八十四萬七千餘册を以て第三位にある。第二位は東京帝大の百三萬八千餘册である。東京帝大のこの册數は震災後十五六年間に於て蒐めたのであるが、その九割までは寄贈である。一擧にしてこの莫大なる圖書が蒐つたのは、外に類例がないであらう。その設備は周知の如く、ロックフェラーの寄贈四百萬圓に依つてゐるが、その規模の大なる事に於て東洋第一と稱せられる。閱覽人員一年間に於て九十九萬三千餘人といふ數字は類を絕するものである。公共圖書館中の最大數、帝國の四十三萬四十人の約二倍に當り、東京市の人口六百萬の中、約六分の一といふ事になる。帝國圖書館の未完成なるために、その機能を發揮し得ない事は之によつて明かである。東京市が有する圖書館は二十七館といふ事になつてゐるが、その中九館といふものは小學校内に設けられた小圖書館で、日比谷の三萬六千册、駿河臺の二萬六千册を最高に、後は殆んど一萬二三千册の程度、巢鴨の七百八十八册を最低とする貧弱なものである。全市を合せて五十萬册にも達しないのである。三十五區もあるのだから少くともその一區づつに一館の存在する事が望ましく、理想を云ふならばきりがないが、東京市立といふ名稱にふさはしい代表的な館を何處かに建てなければなるまい。一般の人の中には帝國圖書館を上野の圖書館といふ風に考へて、あれも市立圖書館だ位に思つてゐないとも限らないが、東京市は實際代表的な圖書館を持たないのだ。道路とか、橋とか、小學校とかに大變力を入れて復興したが、圖書館の事などは極めて副次的にしか扱つてゐないのは殘念な事である。日比谷圖書館の館長といふのが僅かに社會敎育課長上りだか、下りだか分らないが、上に立つ人がこんなに位置の低い人ではいゝ仕事が出來よう筈がない。どうせどんな人間をやつても用は足りるのだといふ極めてイージーゴーイングなこの考へ方の起る由緣は、前述する通り圖書館の知識が上層部の人々に缺けてゐる證據なのである。一つの組織の中で仕事をやらうと思へば、どうしてもある程度まで權力を持つた者に左右されるのであるから、少なくとも仕事の金を豫算の中から分捕つて來られる力を持つ人でなければならない。例へば交友會の豫算會議の時に有力な部をバックとする委員が一番金を取り得ると同じ理窟だと思ふ。

　世界で最大の圖書館と言へば米國の議院圖書館の五百二十二萬册に止めを刺す。第二位が四百五十二萬册のフランスの國民圖書館、第三位はイギリスの大英博物館圖書館、第四位は米國の紐育公衆圖書館、第五位も同じくハーヴァート大學圖書館、この邊で三百八十萬册を所藏してゐる。日本の京大の藏書數は第三十二位、東大は第三十九位、帝國圖書館は實に第六十二位を保つてゐるに過ぎない。オリンピックで國際的に飛躍した日本は、同じ文化面の事ではあるが、圖書館に關してはあまり誇り得る段階に達してゐないのである。兎に角圖書館の形式的にも内容的にも社會的にも、もつと一般の人が支持するやうにならなければ發達する事は望まれない。徒らに當局者のみに依存するよりは、更に大衆の心を摑まなければならないのである。

（文中の統計數字は天野敬太郎・森　淸編の「圖書館總覽」に據る。）一三・五
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